
 

 

 

  

    

                                

                                  平成 30年 9月 6日発行第 4号 

                          ７月 24日，26日，30日の３日間，子ども

たちが楽しみにしていたわくわく講座が実 

施されました。いちごジャム作りや剣道では，児童が先生となり進行し，楽しく充実した活動が 

できました。科学実験では，液体窒素を使った楽しい実験に目を輝かせ，うどん作りでは生地を 

足で踏み，伸ばしたり切ったりして作ったうどんに大満足でした。キーホルダー作りや平和ポス 

ター制作にも熱心に取り組み，貴重な体験ができました。延べ２４３人の児童が参加し，４０人 

以上のサポーターの皆さんが支援してくださいました。学校運営協議会委員，ＰＴＡ役員，保護 

者，社会福祉協議会，四国電力，ファンタジーの皆さんありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

キーホルダー作り いちごジャム作り 

科学実験 うどん作り 剣道であそぼう 

ストラップ作り 

おはなし会 

平和ポスター 



 

 

 

８月 18日，19日におやじ・おふくろの会による第５回防災キャンプが行われました。今年は，

白山小校区の奥山地区で実施しました。地元の消防団や高松市消防局三木消防署の皆さんに，簡

易救命担架，水消火器，ＡＥＤの使い方を教わりました。夕食には，婦人会の皆さん手作りの防

災食をいただきました。少ない水で簡単に作れるごはんやポトフに，子どもたちはとてもおいし

いと感激していました。キャンプ恒例の三木町体育協会の皆さんによる盆踊りでは，団扇を手に

三木音頭に興じました。翌日には，高仙山に登りました。２日間を通して奥山地区の自然の豊か

さと地域の皆さんの優しさに触れながら，防災の知識を学ぶことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

                                     

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 50% 100%

楽しく活動ができた

進んで取り組むことができた

班の友だちと協力できた

防災について学べた

H30年度 防災キャンプふり返り（児童）

とても思う 思う あまり思わない

児童アンケートより 

・防災キャンプで本当の防災食を食べたり，担架を作ったりして，本当

の災害が起きた時は大変だということが分かりました。 

・防災のことが楽しく学べて，どう行動すればよいかなども分かってよ

かったです。 

・防災食などいろいろな準備をしてくださり，ありがとうございました。 

・今回，新しく防災のことがたくさん分かりました。大きくなったらこ

の経験を生かしたいです。 

おやじ・おふくろの会のみなさんのアンケートより 

・奥山地区は涼しくて活動しやすかった。 

・準備等は大変だったが，子どもたちの笑顔が見られたのでよかった。 

・子どもたちがいきいきと活動している姿を見て元気をもらった。 

・おやじの会もよい勉強になった。地元のみなさんと交流ができた。 

 

児童の感想 


